
. .

工　　　種 土工

積算上の注意事項

（控え頁）

１／１９

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

語句の追加

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-2-2

現行どおり

現行どおり



. .

工　　　種 土工

1-2-3

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

積算上の注意事項

（控え頁）

２／１９

現行どおり



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

1-2-4

積算上の注意事項

（控え頁）

３／１９

現行どおり

次頁へ移動



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 土工

語句の追加

記載の追加

記載の追加

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

４／１９

前頁より移動



. .

記載の削除

記載の追加

記載の削除

改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

５／１９

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-2-5

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正



. .

記載箇所の変更

記載の追加

. .

1-2-6

積算上の注意事項

（控え頁）

６／１９

工　　　種 土工

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考



. .

記載の追加

1-2-7

積算上の注意事項

（控え頁）

７／１９

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-2-8

積算上の注意事項

（控え頁）

８／１９

記載の変更

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現行どおり



. .

1-2-9

積算上の注意事項

（控え頁）

９／１９

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 土工

現行どおり



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-2-10

積算上の注意事項

（控え頁）

１０／１９

記載の変更

記載の削除

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行



. .

. .

記載の削除

1-2-11

積算上の注意事項

（控え頁）

１１／１９

語句の削除

記載の変更

記載の削除

語句の削除

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考



. .

1-2-12

積算上の注意事項

（控え頁）

１２／１９

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 土工

現行どおり



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

記載の変更

1-2-13

積算上の注意事項

（控え頁）

１３／１９

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現行どおり

現行どおり



. .

. .

記載の変更

1-2-14

積算上の注意事項

（控え頁）

１４／１９

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

現行どおり



. .

1-2-15

積算上の注意事項

（控え頁）

１５／１９

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

記載の変更

工　　　種 土工

現行どおり



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-2-16

積算上の注意事項

（控え頁）

１６／１９

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現行どおり



. .

. .

1-2-17

積算上の注意事項

（控え頁）

１７／１９

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

現行どおり



. .

1-2-18

積算上の注意事項

（控え頁）

１８／１９

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 土工

現行どおり

現行どおり



. .

工　　　種 土工

1-2-19

積算上の注意事項

（控え頁）

１９／１９

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

現行どおり



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-2-21

記載の追加・変更

記載の追加・変更

工　　　種 安定処理工

積算上の注意事項

（控え頁）

１／３

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現行どおり

現行どおり

現行どおり

次頁へ移動



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

２／３

1-2-22

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 安定処理工

前頁から移動



. .

1-2-23

積算上の注意事項

（控え頁）

３／３

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

工　　　種 安定処理工

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

記載の追加

新規



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-4-2

記載の変更・削除

語句の削除

工　　　種 コンクリート工

積算上の注意事項

（控え頁）

１／３

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の追加・変更

現行どおり



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

２／３

1-4-3

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

語句の削除

工　　　種 コンクリート工

現行どおり

現行どおり



. .

1-4-4

積算上の注意事項

（控え頁）

３／３

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

工　　　種 コンクリート工

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

現行どおり



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-4-12

記載の追加・変更

工　　　種 張りコンクリート工

積算上の注意事項

（控え頁）

１／４

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の変更

語句の変更

記載の追加・変更

現行どおり

現行どおり

現行どおり

次頁へ移動



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

２／４

1-4-13

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 張りコンクリート工

前頁から移動

現行どおり



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

３／４

1-4-14

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

工　　　種 張りコンクリート工

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

現行どおり



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

４／４

.

工　　　種 張りコンクリート工

1-4-15

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

.

現行どおり



. .

工　　　種 補強土壁工（帯鋼補強土壁、アンカー補強土壁、ジオテキスタイル補強土壁）

積算上の注意事項

（控え頁）

１／４

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の追加・変
更・削除

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-6-3

６．２ 補強土壁工（帯鋼補強土壁、アンカー補強土壁） 

 

 １．適用 

補強土壁工（帯鋼補強土壁・アンカー補強土壁）においてコンクリート製壁面材（帯鋼補強

土壁においては、薄型壁面材を含む）によるものに適用する。 

 

帯鋼補強土壁・アンカー補強土壁における壁面材・補強材の仕様 

工 種 帯鋼補強土壁 アンカー補強土壁 

標準壁面形状 
十字型の１．５ｍ×１．５ｍ 

（高さ×長さ） 

１．０ｍ×１．５～１．６ｍ 

（高さ×長さ） 

補 強 材 ストリップ幅：６０～８０ｍｍ ＳＳ４００規格、ＳＳ４９０規格 

壁 面 材 強 度 
コンクリート設計基準強度 

：２１～３０Ｎ/mm２ 

コンクリート設計基準強度 

：３０Ｎ/mm２，４０Ｎ/mm２ 

盛 土 1層仕上り高さ：２５ｃｍ 1層仕上り高さ：２５ｃｍ 

 

 

（参考図）各工種の標準壁面形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯鋼補強土壁 正面図            アンカー補強土壁 正面図 

 

注)１．参考図に示したのは，各工種の標準壁面形状である。 

２．本施工パッケージは，壁面最上段部（ハーフ），最下段部（ハーフ），コーナー部等の 

異形壁面材にかかわらず適用出来る。 

 

 ２．数量算出項目 

補強土壁壁面材組立・設置、補強土壁壁面材（材料費）、補強材取付、補強材（材料費）、ま

き出し・敷均し、締固めの数量を区分ごとに算出する。 

 

1
.0

m

1.5m～1.6m1.5m

1
.5

m

次頁へ移動

６．２ 補強土壁工（帯鋼補強土壁、アンカー補強土壁・ジオテキスタイル補強土

壁） 

 

 １．適用 

補強土壁工（帯鋼補強土壁・アンカー補強土壁・ジオテキスタイル補強土壁）においてコン

クリート製壁面材（帯鋼補強土壁においては、薄型壁面材を含む）によるものに適用する。 

(1) 帯鋼補強土壁において、コンクリート壁面材（薄型壁面材を含む。）によるもの。 

(2) アンカー補強土壁において、コンクリート壁面材によるもの。 

(3) ジオテキスタイル補強土壁において、コンクリート製壁面材と簡易鋼製枠を有する二重

壁タイプによるもの。 

 



. .

工　　　種 補強土壁工（帯鋼補強土壁、アンカー補強土壁、ジオテキスタイル補強土壁）

1-6-4

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

記載の追加

積算上の注意事項

（控え頁）

２／４

３．区分 

区分は、規格、工法区分とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 
項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

規格 工法区分 単位 数量 備考 

補強土壁壁面材組立・設置 Ｂ × ○ ｍ２   

補強土壁壁面材（材料費） Ｂ ○ × ｍ２   

補強材取付 Ｂ × ○ ｍ   

補強材（材料費） Ｂ ○ × ｍ   

まき出し・敷均し，締固め Ａ × ○ ｍ３   

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 （２）工法区分 

工法区分は、以下のとおりとする。 

工法区分   帯鋼補強土壁   
   

アンカー補強土壁    

 

関連数量算出項目 

項目 
BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

単位 数量 備考 

コンクリート 

（天端コンクリート部） 
Ａ ｍ３  

「第１編（共通編）４．１コンクリー

ト工」参照 

型枠 

（天端コンクリート部） 
Ｂ ｍ２  

「第１編（共通編）４．２型枠工」参

照 

鉄筋工 

（天端コンクリート部） 
Ｂ ｔ  

「第１編（共通編）４．３．１鉄筋工」

参照 

足場 Ｂ 掛ｍ２  
「第１編（共通編）１１．４足場工」

参照 

暗渠排水管 Ｂ ｍ  
「第３編（道路編）２．１排水構造物

工」参照 

フィルター材 Ａ ｍ３  
「第３編（道路編）２．１排水構造物

工」参照 

コンクリート 

（補強土壁基礎部） 
Ａ ｍ３  

「第１編（共通編）４．１コンクリー

ト工」参照 

型枠（補強土壁基礎部） Ｂ ｍ２  
「第１編（共通編）４．２型枠工」参

照 

基礎材工 

（補強土壁基礎部） 
Ｂ ｍ２  

「第１編（共通編）９．１基礎・裏込

砕石工」参照 

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

前頁から移動

次頁へ移動



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 補強土壁工（帯鋼補強土壁、アンカー補強土壁、ジオテキスタイル補強土壁）

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の追加

積算上の注意事項

（控え頁）

３／４

前頁から移動
２）工法区分 

工法区分は、以下のとおりとする。 

工法区分   帯鋼補強土壁   

アンカー補強土壁 

ジオテキスタイル補強土壁 
   

 

 

関連数量算出項目 

項目 
BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

単位 数量 備考 

コンクリート 

（天端コンクリート部） 
Ａ ｍ３  

「第１編（共通編）４．１コンクリー

ト工」参照 

型枠 

（天端コンクリート部） 
Ｂ ｍ２  

「第１編（共通編）４．２型枠工」参

照 

鉄筋工 

（天端コンクリート部） 
Ｂ ｔ  

「第１編（共通編）４．３．１鉄筋工」

参照 

足場 Ｂ 掛ｍ２  
「第１編（共通編）１１．４足場工」

参照 

暗渠排水管 Ｂ ｍ  
「第３編（道路編）２．１排水構造物

工」参照 

フィルター材 Ａ ｍ３  
「第３編（道路編）２．１排水構造物

工」参照 

コンクリート 

（補強土壁基礎部） 
Ａ ｍ３  

「第１編（共通編）４．１コンクリー

ト工」参照 

型枠（補強土壁基礎部） Ｂ ｍ２  
「第１編（共通編）４．２型枠工」参

照 

基礎材工 

（補強土壁基礎部） 
Ｂ ｍ２  

「第１編（共通編）９．１基礎・裏込

砕石工」参照 

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 補強土壁工（帯鋼補強土壁、アンカー補強土壁、ジオテキスタイル補強土壁）

記載の変更

1-6-5

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

４／４



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-6-6

工　　　種 補強盛土工（旧ジオテキスタイル工）

積算上の注意事項

（控え頁）

１／４

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

語句の追加・変更

語句の変更

６．３ ジオテキスタイル工 

 

１．適用  

ジオテキスタイル（ジオグリッド、ジオネット、織布、不織布）を用いた補強土壁工及び

盛土補強工に適用する。 

ただし、軟弱地盤における敷設材工法及び盛土の補強工法は適用範囲外とする。 

 

２．数量算出項目 

ジオテキスタイル壁面材組立・設置、ジオテキスタイル壁面材（材料費）、ジオテキスタイ

ル敷設、まき出し・敷均し、締固め、ジオテキスタイル（材料費）の数量を区分ごとに算出す

る。 

 

３．区分 

区分は、規格とする。 

 

（１）数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

規格 単位 数量 備  考 

ジオテキスタイル壁面材 
組立・設置 

Ｂ ○ ｍ２   

ジオテキスタイル壁面材 
（材料費） 

Ｂ ○ ｍ２   

ジオテキスタイル敷設 Ｂ ○ ｍ２   

まき出し・敷均し、締固め Ａ ○ ｍ３   

ジオテキスタイル 
（材料費） 

Ｂ ○ ｍ２   

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

注）１．壁面材の種類は下表を標準としており、これにより難い場合については別途考慮する。

 

壁面材種類 
規 格 

備 考 
幅（ｍｍ） 

鋼製ユニット 

２，０００ タイプＡ 

２，０００ タイプＢ 

１，０００ タイプＣ 

１，２００ タイプＤ 

 

現行どおり

２. ジオテキスタイル工１段当りのまき出し厚さ及び締固め回数に関係なく適用する。 

６．３ ジオテキスタイル補強盛土工 

 

１．適用  

ジオテキスタイル（ジオグリッド、ジオネット、織布、不織布）を用いた補強盛土壁工及

び盛土ジオテキスタイル補強土壁（鋼製枠タイプ）工に適用する。 

ただし、軟弱地盤における敷設材工法及び盛土の補強工法は適用範囲外とする。 

 

 

壁面材種類 
規 格 

備 考 
幅（ｍｍ） 

鋼製ユニット枠タイプ 

２，０００ タイプＡ 

２，０００ タイプＢ 

１，０００ タイプＣ 

１，２００ タイプＤ 

 

２. ジオテキスタイル補強盛土工１段当りのまき出し厚さ及び締固め回数に関係なく適用

する。 



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

２／４

工　　　種 補強盛土工（旧ジオテキスタイル工）

1-6-7

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

語句の変更

関連数量算出項目 

項目 
BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

単位 数量 備考 

胴込・裏込コンクリート Ａ ｍ３  必要な場合別途計上 

胴込・裏込材（砕石） Ａ ｍ３  必要な場合別途計上 

現場打基礎コンクリート Ａ ｍ３  必要な場合別途計上 

排水管敷設工 Ｂ ｍ  
「第３編（道路編）２．１．１
排水構造物工（プレキャスト
製品）」参照 

天端コンクリート 

（壁面上端処理工） 
Ａ ｍ３  

「第１編（共通編）４．１コン
クリート工」参照 

型枠 
（壁面上端処理工） 

Ｂ ｍ２  
「第１編（共通編）４．２型枠
工」参照 

鉄筋工 

（壁面上端処理工） 
Ｂ ｔ  

「第１編（共通編）４．３．１
鉄筋工」参照 

足場工 

（壁面上端処理工） 
Ｂ 掛ｍ２  

「第１編（共通編）１１．４足
場工」参照 

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

 

４．数量算出方法  

  数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

（１）ジオテキスタイル壁面材組立・設置の施工量 

ジオテキスタイル壁面材組立・設置の施工量は、直面積（壁高×施工延長）とする。 

（（３）図、５．参考図（２）参照） 

 

（２）ジオテキスタイル壁面材（材料費） 

ジオテキスタイル壁面材（材料費）は規格ごとに壁面材面積当りの鋼製ユニットの個数（個/

ｍ２）を算出する（５．参考図（１）参照） 

なお、施工方法別の数量算出項目、及び壁面材の標準使用量は以下である。 

 

１）施工方法別の数量算出項目 

適用 
施工法 
（工法） 

ジオテキスタイル 
壁面材組立・設置 

ジオテキスタイル 
敷設まき出し・敷均し、

締固め 
標準図 

鋼製ユニット工法 ○ ○ 
５．参考図（１） 

図Ａ 
巻込み工法 

(壁面材なし) 
× ○ 

５．参考図（１） 
図Ｂ 

普通敷設工法 
(壁面材なし) 

× ○ 
５．参考図（１） 

図Ｃ 

 

現行どおり

（２）ジオテキスタイル壁面材（材料費） 

ジオテキスタイル壁面材（材料費）は規格ごとに壁面材面積当りの鋼製ユニット枠タイプの個

数（個/ｍ２）を算出する（５．参考図（１）参照） 

なお、施工方法別の数量算出項目、及び壁面材の標準使用量は以下である。 

 

１）施工方法別の数量算出項目 

適用 
施工法 
（工法） 

ジオテキスタイル 
壁面材組立・設置 

ジオテキスタイル 
敷設まき出し・ 
敷均し、締固め 

標準図 

鋼製ユニット 
枠タイプ工法 

○ ○ 
５．参考図（１） 

図Ａ 
巻込み工法 

(壁面材なし) 
× ○ 

５．参考図（１） 
図Ｂ 

普通敷設工法 
(壁面材なし) 

× ○ 
５．参考図（１） 

図Ｃ 

 



. .

1-6-8

積算上の注意事項

（控え頁）

３／４

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 補強盛土工（旧ジオテキスタイル工）

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

語句の変更

語句の変更

現行どおり

２）鋼製ユニット枠タイプ標準使用量            （直面積１００ｍ２当り） 

壁面材種類 タイプ 一層当り施工高 単位 数量 標準図 

鋼製ユニット

枠タイプ 

タイプＡ ５００ｍｍ以下 

個 

１００ 

５．参考図（１） 

図Ａ 

タイプＢ ６００ｍｍ以下 ８３ 

タイプＣ ６００ｍｍ以下 １６７ 

タイプＤ ６００ｍｍ以下 １３９ 

 

（直面積１ｍ２当り） 

壁面材種類 タイプ 一層当り施工高 単位 数量 標準図 

鋼製ユニット

枠タイプ 

タイプＡ ５００ｍｍ以下 

個 

１．００ 

５．参考図（１） 

図Ａ 

タイプＢ ６００ｍｍ以下 ０．８３ 

タイプＣ ６００ｍｍ以下 １．６７ 

タイプＤ ６００ｍｍ以下 １．３９ 

 



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

４／４

1-6-9

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 補強盛土工（旧ジオテキスタイル工）

語句の変更



記載の変更

1-10-2

積算上の注意事項
（控え頁）

１／１

工　　　種 構造物とりこわし工

改　正　理　由 　　一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　正 備　　考

現行どおり

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．形状の範囲外の場合も区分して算出する。 

２．Ｃｏ塊等を工事区間外へ搬出する場合は、運搬距離についても算出し、機械施工

（機械積込）の場合は「第１編（共通編）１０．５殻運搬」により別途算出する。人

力施工（人力積込）の場合は別途考慮する。 

３．積込（コンクリート殻）の施工量は、取壊し構造物の破砕前の体積とする。 

４．ＰＣ・ＲＣ橋上部、鋼橋床版の取壊しは、コンクリート構造物取壊しの鉄筋構造物

を適用する。 

５．コンクリート構造物取壊しにおいて、施工基面（機械設置基面）より上下５ｍを超

える場合については、区分して算出する。 

６．乾燥収縮によるひび割れ対策の鉄筋程度を含むものは、無筋構造物とする。 

１０章 構造物取壊し工 

 

１０．１ 構造物取壊し工 

 

１．適用 

 土木工事におけるコンクリート構造物等の取壊し工に適用する。 

 ただし、建築物および舗装版の取壊し工、石積の取壊し工、及びブロック施工による旧橋

撤去には適用しない｡ 

 

２．数量算出項目 

コンクリート構造物等の取壊しの数量を区分ごとに算出する。 

 

３．区分 

コンクリートはつりの区分は、種別、形状とする。 

吹付法面とりこわしの区分は、種別、形状、集積積込の有無とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

区分
 
項目 

BIM/CIM 
モデル 

属 性 情 報 

種 別 形 状 
集積積込
の有無 

単 位 数 量 備 考 

コンクリート 
構造物取壊し 

Ａ 
無筋構造物 ―― － ｍ3  注)４,５,６ 

鉄筋構造物 ―― － ｍ3  注)４,５,６ 

コ ン ク リ ー ト 
は つ り 

Ｂ 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 
構造物 

平均はつり厚さ 
３cm以下 

－ 
(ｍ3) 
ｍ2 

(  ) 
 

注)３ 

平均はつり厚さ 
３cmを超え６cm
以下 

－ 
(ｍ3) 
ｍ2 

(  ) 
 

注)３ 

積込 
(コンクリート殻) 

Ｄ － － － ｍ3 （  ） 注)３ 

吹 付 法 面 
と り こ わ し 

Ｂ モルタル 
厚さ５cm以上 
 １５cm以下 

○ 
(ｍ3) 
ｍ2 

(  ) 
 

注)３ 
人力施工と機
械施工に区分
し数量を算出
する。 

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．形状の範囲外の場合も区分して算出する。 

２．Ｃｏ塊等を工事区間外へ搬出する場合は、運搬距離についても算出し、「第１編（共

通編）１０．５殻運搬」により別途算出する。 

３．積込（コンクリート殻）の施工量は、取壊し構造物の破砕前の体積とする。 

４．ＰＣ・ＲＣ橋上部、鋼橋床版の取壊しは、コンクリート構造物取壊しの鉄筋構造物

を適用する。 

５．コンクリート構造物取壊しにおいて、施工基面（機械設置基面）より上下５ｍを超

える場合については、区分して算出する。 

６．乾燥収縮によるひび割れ対策の鉄筋程度を含むものは、無筋構造物とする。 



記載の変更

2-5-4

（控え頁）

1/2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 コンクリート工（砂防）

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

５．２ コンクリート工

１．適用

砂防工（本堰堤、副堰堤、床固め、帯工、水叩き、側壁、護岸）のコンクリート工に適用す

る。

２．数量算出項目

コンクリート、型枠及び足場（キャットウォーク）の数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、構造物、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 BIM/CIM 属 性 情 報

項 目 モデル 構造物 規 格 単位 数 量 備 考

３コ ン ク リ ー ト Ａ ○ ○ ｍ

２型 枠 Ｂ ○ ○ ｍ

足場(ｷｬｯﾄｳｵｰ Ｂ ○ × ｍ

ｸ)

止 水 板 Ｂ ○ ○ ｍ

BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする

（２）構造物区分

１）コンクリート

コンクリートの数量は、各構造物ごとに区分して算出するものとするが、側壁又は護岸

については基礎部と壁部を区分して算出する。

２）型枠

型枠の数量は、各構造物ごとに区分して算出すると共に、外部型枠、内部型枠に区分して

算出する。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

なお、コンクリート、型枠の数量は、必要に応じて「第１編（共通編）４章コンクリート工」 により算

出する。

（１）コンクリート

堤体コンクリートについては、一般部と堤冠部を区分し、年度区分の数量が容易に算出出来

るようにブロックごと（施工高は１ｍ又は基礎の変化点、延長は止水板位置等を標準とする） にも算

出する。

５．２ コンクリート工

１．適用

砂防工（本堰堤、副堰堤、床固め、帯工、水叩き、側壁、護岸）のコンクリート工に適用す

る。

２．数量算出項目

コンクリート、型枠 足場（キャットウォーク） の及び、 、止水板、チッピング及び岩盤清掃

数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、構造物、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 BIM/CIM 属 性 情 報

項 目 モデル 構造物 規 格 単位 数 量 備 考

３コ ン ク リ ー ト Ａ ○ ○ ｍ

２型 枠 Ｂ ○ ○ ｍ

足場(ｷｬｯﾄｳｵｰ Ｂ ○ × ｍ

ｸ)

止 水 板 Ｂ ○ ○ ｍ

２チ ッ ピ ン グ Ｂ ○ × ｍ

２岩 盤 清 掃 Ｂ ○ × ｍ

BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする

（２）構造物区分

１）コンクリート

コンクリートの数量は、各構造物ごとに区分して算出するものとするが、側壁又は護岸

については基礎部と壁部を区分して算出する。

２）型枠

型枠の数量は、各構造物ごとに区分して算出すると共に、外部型枠、内部型枠に区分して

算出する。

３）チッピング

チッピングの数量は、各構造物ごとに区分して算出すると共に、岩着面・打継面と既設堰

堤腹付け面を区分して算出する。

次頁へ移動



（控え頁）

2/2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

記載の変更

2-5-5

工　　　種 コンクリート工（砂防）

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

前頁より移動

（２）型枠

型枠面積の算出のうち、外部型枠の対象面は各構造物の引き取り対象となる面とする。

ただし、側壁、護岸の裏面及び本体と間詰を同時に施工する場合の間詰の接する面等を除く。

また、内部型枠の対象面は、側壁、護岸の裏面、間仕切り面(日々の打ち止め面）等とする。

（３）足場（キャットウォーク）の適用範囲

１）足場（キャットウォーク）の適用範囲は、型枠の組立、解体用足場を設置する場合とし、

基礎地盤より２ｍ上から対象とする。ただし、間詰を施工（本体と同時施工）する場合は、

間詰天端より２ｍ上から対象とする。

２）継続工事で間詰、埋戻、水叩等が完成している場合は、その天端より２ｍ上からを対象

とする。

（４）足場（キャットウォーク）延長

足場延長の算出方法は、足場の高さ方向の標準設置間隔を１．８ｍとして段数を決定し算出

する。

〔足場延長算定式〕

Ａａ
Ｌａ＝

１.８

Ｌａ：足場延長（ｍ）

Ａａ：足場対象面積（ｍ ）２

足場対象面積は垂直投影面積とし、足場の不要となる基礎地盤

より２.０ｍ分は控除するものとする。

１.８：足場の上下据付（垂直）間隔（ｍ）

（注）足場の不要となる基礎地盤とは、平坦（ｉ＝１／１０以内）が

５.０ｍ 以上の箇所（砂防堰堤等上・下流基礎、半川施工部基礎、

同時打間詰天端等）、打設ブロック間の下段コンクリート面をいう。

（５）水抜暗渠の数量算出

数量は、延長（ｍ）を算出する。ヒューム管の場合の延長は外周下端延長（ｍ）を算出する。

暗渠部のコンクリート控除数量は、ヒューム管の外周面積に中心延長を乗じたものとする。

注）１．コンクリート控除数量は、「第１編（共通編）１章基本事項」による。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

なお、コンクリート、型枠の数量は、必要に応じて「第１編（共通編）４章コンクリート工」

により算出する。

（１）コンクリート

堤体コンクリートについては、一般部と堤冠部を区分し、年度区分の数量が容易に算出出来

るようにブロックごと（施工高は１ｍ又は基礎の変化点、延長は止水板位置等を標準とする）

にも算出する。

現行通り



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

2-8-2

工　　　種 光ケーブル工

積算上の注意事項

（控え頁）

１／３

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

語句の変更

記載の追加

 １．適用 

 河川堤防に布設埋設する光ケーブル配管工事に適用する。 

 

８章 光ケーブル工 

８．１ 光ケーブル配管工 

 ８．１．１ 適用 

 

 １．適用 

 河川堤防に布設する光ケーブル配管工事に適用する。 

 

 ８．１．２ 土工 

 

 １．適用 

 光ケーブル配管工事の土工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 掘削、埋戻しの土量を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分  

 区分は、なし。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

           区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

単位 数量 備 考 

掘削（光ケーブル配

管） 
土構造 ｍ３   

埋戻し締固め 土構造 ｍ３  レキ質、砂・砂質土、粘性土に適用 

（注）１．掘削及び残土処理数量は、地山数量とする。 

２．埋戻し締固めの土量は、締固め後の土量とする。 

現行どおり

現行どおり

（１）数量算出項目及び区分一覧表 

           区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

単位 数量 備 考 

掘削（光ケーブル配

管） 
土構造 ｍ３   

埋戻し締固め 土構造 ｍ３  レキ質、砂・砂質土、粘性土に適用 

埋設表示シート B ｍ   

（注）１．掘削及び残土処理数量は、地山数量とする。 

２．埋戻し締固めの土量は、締固め後の土量とする。 



. .

記載の削除

語句の変更

積算上の注意事項

（控え頁）

２／３

工　　　種 光ケーブル工

2-8-3

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

８．１．３ 配管設置  

 

 １．適用 

 配管及び付属品の設置に適用する。 

 

 ２．数量算出項目  

 配管の設置延長を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分  

 区分は、多孔保護管の有無、配管材設計数量／対象延長、設置条数とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

 

区 分 

 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

配管材 

種類 

配管材  

設計数量 

／対象延長 

設置 

条数 
単位 数量 備 考 

配管設置（埋設部） Ｂ ○ × ○ ｍ  注)１ 

配管設置（露出部） Ｂ × ○ ○ ｍ  注)２，３ 

配管支持金具 

（材料費） 
Ｂ × × × 個  

 

プルボックス 

（材料費） 
Ｂ × × × 個  

 

可とう電線管 

（材料費） 
Ｂ × × × ｍ  

 

伸縮継手 

（材料費） 
Ｂ × × × 個  

 

ノーマルベンド 

（材料費） 
Ｂ × × × 個  

 

多孔保護管 

（材料費） 
Ｂ × × × ｍ  

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．埋設部の対象延長（設計数量）は、配管設置箇所の掘削延長（継手含む）とし、配管の

条数に関係なく算出する。 

２．露出部の対象延長（設計数量）は、継手材及び配管付属品類を含んだ区間延長とし、配

管の条数に関係なく算出する。 

３．配管材設計数量／対象延長の条件区分は、参考図２における ａ／（ａ＋ｂ） の比率に

よる。 

 

 （２）施工区分 

埋設部、露出部ごとに算出する。 

注）露出部とは、管路を構造物等に添架して設置する部分をいう。 

 

 ２．数量算出項目  

 配管の設置延長を区分ごとに にて算出する。 

 

 ３．区分  

 区分は、多孔保護管の有無、配管材設計数量／対象延長、設置条数とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

 

区 分 

 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

配管材 

種類 

配管材  

設計数量 

／対象延長 

設置 

条数 
単位 数量 備 考 

配管設置（埋設部） Ｂ ○ × ○ ｍ  注)１ 

配管設置（露出部） Ｂ × ○ ○ ｍ  注)２，３ 

配管支持金具 

（材料費） 
Ｂ × × × 個  

 

プルボックス 

（材料費） 
Ｂ × × × 個  

 

可とう電線管 

（材料費） 
Ｂ × × × ｍ  

 

伸縮継手 

（材料費） 
Ｂ × × × 個  

 

ノーマルベンド 

（材料費） 
Ｂ × × × 個  

 

多孔保護管 

（材料費） 
Ｂ × × × ｍ  

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．埋設部の対象延長（設計数量）は、配管設置箇所の掘削延長（継手含む）とし、配管の

条数に関係なく算出する。 

２．露出部の対象延長（設計数量）は、継手材及び配管付属品類を含んだ区間延長とし、配

管の条数に関係なく算出する。 

３．配管材設計数量／対象延長の条件区分は、参考図２における ａ／（ａ＋ｂ） の比率に

よる。 

 

 （２）施工区分 

埋設部、露出部ごとに算出する。 

注）露出部とは、管路を構造物等に添架して設置する部分をいう。 

 

現行どおり



. .

2-8-6

積算上の注意事項

（控え頁）

３／３

記載の削除

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 光ケーブル工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

削 除

[参考図２] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚鋼電線管類

露出部配管数量算出について

（例）４条設置の場合

配管継手材 支持金具

配管材料使用量
　設計数量×条数　　※設計数量＝a：厚鋼電線管類区間延長
諸雑費には、配管継手材の材料費等を含む。
支持金具及び配管付属品類は、別途必要量を計上する。

ｂ：配管付属品類区間延長ａ：厚鋼電線管類区間延長
ａ：厚鋼電線管類
区間延長

対象延長＝※ａ＋ｂ
  ※ａ：厚鋼電線管類区間延長とは
　　    配管類の設置延長であり、継手材の材料延長は含まれている。

     ｂ：配管付属品類区間延長とは
　　    配管及び配管継手以外の配管部品の設置延長である。
        （例）
　　     プルボックス、可とう電線管、伸縮継手、ノーマルベント、その他必要な部品

側面図

平面図



現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

新規歩掛

 3-2-11 

積算上の注意事項

（控え頁）

1／2

工　　　種 ワイヤロープ設置工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

新規

 ２．２．２ ワイヤロープ設置工 

 

 １．適用 

 高規格幹線道路暫定２車線区間の土工部及び橋梁部におけるワイヤロープ式防護柵設置に適

用する。 

 ただし、未供用の橋梁部は適用範囲外とする。 

 

 ２．数量算出項目 

 端末基礎・端末金具の箇所数、中間・端末支柱、橋梁部基礎・支柱の本数、ワイヤロープの

延長、ターンバックルの箇所数を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、数量算出項目及び区分一覧表によるものとする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

 

  ①端末基礎・端末金具 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

規格 
適用 

種別 

設置 

形式 
単位 数量 備考 

端末基礎・金具 Ｂ ○ ○ ○ 箇所   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

標準外については、備考に１箇所当たりの本数及び資材の内訳を明示し、区分して算出すること。

 

  ②中間・端末支柱、橋梁部基礎・支柱 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

規格 
適用 

種別 

設置 

形式 
単位 数量 備考 

中間・端末支柱 Ｂ ○ ○ ○ 本   

橋梁部基礎・支柱 Ｂ ○ ○ － 箇所   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

標準外については、備考に１本（箇所）当たりの資材の内訳を明示し、区分して算出すること。

 

  ③ワイヤロープ 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

規格 
適用 

種別 
単位 数量 備考 

ワイヤロープ Ｂ ○ ○ ｍ   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

標準外については、備考に１ｍ当たりの本数を明示し、区分して算出すること。 

 



工　　　種 ワイヤロープ設置工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

新規歩掛

. .

 3-2-12 

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

新規

  ④ターンバックル 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

規格 
適用 

種別 

設置 

箇所 
単位 数量 備考 

ターンバックル Ｂ ○ ○ ○ 箇所   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

標準外については、備考に１箇所当たりの本数及び資材の内訳を明示し、区分して算出すること。

 

 （２）適用種別 

適用種別は、下記のとおりとする。 

①Ａｍ種 

②Ｂｍ種 

③ＬＤ種 

 

 （３）設置形式 

設置形式は、下記のとおりとする。 

①鋼管基礎 

②コンクリート基礎 

③根固めブロック・鋼管基礎 

 

 （４）設置箇所 

   設置箇所は、以下のとおりとする。 

   ①中間部 

   ②端末部 

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 作業土工の算出は「第１編（共通編）２章土工」、コンクリート・型枠の算出は「第１編（共通

編）４章コンクリート工」、舗装版の削孔・切断・破砕の算出は「第１編（共通編）１０章構造物

取壊し工」、床版処理の算出は「第３編（道路編）１章舗装工」によるものとする。 

 

（１）端末部におけるワイヤロープ延長のとり方は、下図のとおりとする。 

   端末部は端末支柱から索端金具の先端までの距離を平均し算出すること。 



. .

工　　　種 鋼材・工場製作工

積算上の注意事項

（控え頁）

１／６

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-4-2

記載の追加・変更

現行どおり

次頁へ移動



. .

工　　　種 鋼材・工場製作工

3-4-3

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

積算上の注意事項

（控え頁）

２／６

現行どおり

前頁から移動

次頁から移動



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 鋼材・工場製作工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

3-4-4

積算上の注意事項

（控え頁）

３／６

現行どおり

前頁へ移動

次頁から移動



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 鋼材・工場製作工

3-4-5

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

４／６

前頁へ移動

現行どおり



. .

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

５／６

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-4-6

工　　　種 鋼材・工場製作工

現行どおり



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-4-7

積算上の注意事項

（控え頁）

６／６

工　　　種 鋼材・工場製作工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現行どおり



現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

記載の修正

 3-4-18

積算上の注意事項

（控え頁）

1／1

工　　　種 鋼橋架設工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現行どおり

現行どおり



. .

工　　　種 橋梁排水管設置工

積算上の注意事項

（控え頁）

１／１

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の追加

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-4-26

４．７．２ 橋梁排水管設置工 

 

 １．適用 

 鋼管、ＶＰ管、ＦＲＰ管（φ１００ｍｍ～２００ｍｍ）による各種系統タイプ及び溝部の橋

梁排水管を設置する作業に適用し、排水桝設置及び排水管製作は含まない。 

 

 ２．数量算出項目 

 排水管設置の延長を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、管種区分とする。 

 

（１）数量算出項目一覧表 

        区分 

項目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

管種区分 単位 数量 備考 

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置 Ⅱ × 箇所   

排水管設置 Ⅱ ○ ｍ  注）１、２ 

排水管（材料費） Ⅱ ○ ｍ  注）１、２ 

注）１．流心延長も算出する。 
注）２．排水径は、φ１００～φ２００とする。 

 
「ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置」は、BIM/CIM モデルに簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置と

延長を算出することより「Ⅱ」を適用する。 
「排水管設置」と「排水管（材料費）」は、BIM/CIM モデルに簡易な形状・記号（点、線、面）

を用いて位置と延長を算出し、属性情報を用いて管種区分をすることより「Ⅱ」を適用する。 

※関連「４．１．１ 橋梁本体」 
  

 

 （２）管種区分 

管種区分は、以下のとおりとする。 

 

管種区分   ＶＰ管   
   

鋼管   
   

ＦＲＰ管 
   

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。

 

（１）排水管（材料費）は、管種区分ごとに、直管の他、蛇腹管・エルボ等の排水管（付属品及び

支持金具を含む）も算出する。 

 

 

４．７．２ 橋梁排水管設置工 

 

 １．適用 

 鋼管、ＶＰ管（φ１００ｍｍ～２００ｍｍ）による各種系統タイプ及び溝部の橋梁排水管を

設置する作業に適用し、排水桝設置及び排水管製作は含まない。 

 

 ２．数量算出項目 

 排水管設置の延長を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、管種区分とする。 

 

（１）数量算出項目一覧表 

        区分 

項目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

管種区分 単位 数量 備考 

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置 Ⅱ × 箇所   

排水管設置 Ⅱ ○ ｍ  注）１、２ 

排水管（材料費） Ⅱ ○ ｍ  注）１、２ 

注）１．流心延長も算出する。 
注）２．排水径は、φ１００～φ２００とする。 

 
「ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置」は、BIM/CIM モデルに簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置と

延長を算出することより「Ⅱ」を適用する。 
「排水管設置」と「排水管（材料費）」は、BIM/CIM モデルに簡易な形状・記号（点、線、面）

を用いて位置と延長を算出し、属性情報を用いて管種区分をすることより「Ⅱ」を適用する。 

※関連「４．１．１ 橋梁本体」 
  

 

 （２）管種区分 

管種区分は、以下のとおりとする。 

 

管種区分   ＶＰ管   
   

鋼管   

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。

 

（１）排水管（材料費）は、管種区分ごとに、直管の他、蛇腹管・エルボ等の排水管（付属品及び

支持金具を含む）も算出する。 

 

 



. .

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-7-19

工　　　種 橋台・橋脚工（１）（構造物単位）

積算上の注意事項

（控え頁）

１／４

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の追加

記載の変更・削除

現行どおり

現行どおり



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

２／４

3-7-20

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

記載の変更

記載の追加

工　　　種 橋台・橋脚工（１）（構造物単位）

現行どおり



. .

3-7-21

積算上の注意事項

（控え頁）

３／４

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

記載の変更

記載の追加

工　　　種 橋台・橋脚工（１）（構造物単位）

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現行どおり

現行どおり



. .

改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

４／４

3-7-22

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 橋台・橋脚工（１）（構造物単位）

改　正　理　由 一部改正

現行どおり


